
　
　

　　

　

参考資料２－１

 ばく露作業報告対象物質選定 

 ばく露作業報告 

 ばく露実態調査 

リスク評価 
 

 リスクが高い
物質・業務 

 リスクが高くない

物質・業務 

 特化則等法令によ

る規制措置 

 既存の発がん性に関する情報による判断 

 長期発がん性試験実施 

試験結果・指針要否の検討 
 
  労働者に発がん

のおそれなし 

 労働者に発がん
のおそれあり 

発がん性評価及び評価に基づく指導・規制等のフロー 

遺伝毒性試験 

（エームス試

験）の実施 

 がん原性指針（安衛法第28条第3項の規定に基づき厚生

労働大臣が定める指針による指導） 

 措置なし 

 【既存物質】 

 遺伝毒性の有無の判断 
（既存の試験結果、構造活性相関（※）により判断） 

情報あり 

（発がん性の証拠あり） 

情報なし， 

判断不可 

 安全衛生部長 

名通知で指導  

  ばく露作業報告対象物質告示 

SDS対象

物質 

 なし  あり  判断不可 

 遺伝毒性の強さの判断 

（既存の試験結果により判断） 

 強い  弱い 判断不可 

変異原性指針（変異原性が認められた化学物質による健

康障害を防止するための指針（局長通達）による指導） 

 遺伝毒性強い 

・in vitro 形質転換

試験 

・遺伝子の発現量

測定による発がん

性予測試験 等 

 短期・中期発がん性試験 

 ：従来の流れ 

：発がん性評価の加速化 

（H２５～） 

提出された有

害性の調査結

果において強

度の変異原性

を確認 

 【新規物質】 

 陽性 二段階発がん

モデルによる

肝発がん性試

験を優先実施 

遺伝毒性の

ない発がん

性物質のス

クリーニン

グ 

 ①IARCで１～２B 

 

②他機関評価で①

相当 
 

③化審法スクリーニ

ング評価で１又は２ 
 

④既存の発がん性

試験結果から短期・

中期発がん性試験

陽性と同等の発が

ん性と判断 

・IARC１～２B 

・がん原性

指針対象物

質 等 

GHS発がん性

分類が「区分

外」でIARCが３，

ACGIHがA4 

等 

 ヒトへの発

がん性の

可能性あ

り 

 （※）当面、構造活性相関は、遺伝毒性の有無の推定に用いることとし、発がん

性の推定への活用の可能性については、引き続き検討する。 

短期・中期試験の結果に

基づき指針発出 

国の試験

により強

度の変異

原性を確

認 

年間５００ｋｇ以上製

造・取扱い 
短期・中期試験の結果に

基づきリスク評価へ 

短期・中期発がん性試験で

陽性となったもの（がん原性

指針で指導）について、原則

として順次長期発がん性試

験を実施 

 陰性 

肝発がん以外の

二段階モデル等

更なる試験の要否

検討 

情報あり

（不十

分） 

 打ち切り 
 報告なし 

 新たな指針対象の検討（案） 
○リスク評価の結果、リスクが高くないとされたもの（図の①） 

 ・発がん性のある有機溶剤に係る一部業務 

 ・その他これまでのリスク評価実施、打ち切り物質 

○ＩＡＲＣの発がん性分類が１～２Ｂ等（図の➁） 

 ① 

 ➁ 


